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審議議案

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民一人当り額
(円)

議 会 費 議会運営等 303,144 0．８ 2．2 2,５43

総 務 費 庁舎や職員の管理費、財政、徴税、選挙等 6,337,321 16．1 3５．0 ５3,16８

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 12,00８,033 30．6 3．4 100,744

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 2,422,８47 6．2 △10．５ 20,327

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 ８0,001 0．2 △34．0 671

農林水産業費 農業、土地改良等 ５0８,21５ 1．3 4８．0 4,264

商 工 費 商工業、観光振興等 3８7,64５ 1．0 7．2 3,2５2

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 4,7８1,26５ 12．2 △7．7 40,113

消 防 費 火災、風水害等 1,８32,８29 4．6 10．８ 1５,377

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 6,329,2８５ 16．1 1．2 ５3,101

公 債 費 市債などの返済金 4,26８,217 10．9 13．9 3５,８09

合　　計 39,2５８,８02 100．0 6．2 329,369

本会議映像（ライブ・録画）をインターネット配信しています。
　鴻巣市ホームページから鴻巣市議会→議会中継にてご覧ください。 ※委員会会議録も公開していますので、併せてご覧ください。

一般会計決算目的別歳出内訳表

市税
35.7％

民生費
30.6％公債費

10.9％
公債費
10.9％
公債費
10.9％

衛生費
6.2％
衛生費
6.2％
衛生費
6.2％ 県支出金 4.9％県支出金 4.9％県支出金 4.9％

繰越金 4.6％繰越金 4.6％繰越金 4.6％

土木費
12.2％

教育費
16.1％総務費

16.1％
市債
19.0％

地方交付税
14.8％

国庫支出金
10.5％

その他
7.9％

一般会計歳入

歳入
410億6,063万円

歳出
392億5,880万円

一般会計歳出
地方消費税
交付金 2.6％

消防費 4.6％
その他 3.3％

　
９
月
定
例
会
は
、
８
月
２７
日
か
ら
９
月
１８
日
ま
で
の
２３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
初
日
に
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て

「『
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
』
に
つ
い
て
」「
平
成
２７
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」「
平
成
２６
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
」
な
ど
２１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
２
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
そ
の
う
ち
４
議
案
は
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
が
、

議
員
提
出
議
案
の
１
議
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
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財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化

基
準
以
内
で
あ
り
、
財
政
の
適
正
運

営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
赤
字
で
な
い
場
合「
－
」で
表
示

指標の名称
平成26年度 平成2５年度

早期健全
化基準　

鴻巣の
比率

県内市町村
平均比率

鴻巣の
比率

実質赤字比率（一般会計等の赤字
の大きさ） 12．20 － － －

連結実質赤字比率（市全体の赤字
の大きさ） 17．20 － － －

実質公債費比率（借入金などのそ
の年の返済額の大きさ） 2５．0 ３.６ ５．4 4．2

将来負担比率（借入金の残高など
今後支払わなければならない負債
の大きさ）

3５0．0 ３１.9 31．５ 2５．５

①安全・安心でゆったりと暮らせるまちづくり
　上谷総合公園整備事業� 222,８7５
　（スケートパーク、3on3、親水広場等）
　川里中央公園整備事業（用地購入費等）� 70,８69
　�災害支援体制整備事業� ８7,4８7
　（指定避難所の小学校へマンホールトイレ、
　太陽光パネル付照明灯、防災用自動ポンプ井戸設置）

④利便性が高くうるおいのあるまちづくり
　生活道路改良事業� 3８1,263
　市道Ａ－1004号線整備事業（渋井橋の架け替え等）� 272,612
　三谷橋大間線（₂期工事）整備事業� 174,970
　鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事業� ８８,５５1

②すべての人が健やかで思いやりのあるまちづくり
　障がい者等歯科診療運営業務委託事業� ８,５00
　こどもデイサービスセンター管理運営事業� 14,８02
　病児保育事業� 1５,８00

⑤いきいきと個性かがやく活力あるまちづくり
　プレミアム付商品券発行補助事業� 19,000
　こうのす花まつり開催事業� 14,703

⑥市民協働のまちづくり
　市民が主役のまちづくり地域懇談会事業� 79
　市制施行６０周年記念広報事業� 10,63８

③心ゆたかでときめきのあるまちづくり
　小学校施設維持管理事業（エアコン設置等）� 294,５69
　中学校施設維持管理事業（エアコン設置等）� 136,５90
　吹上小校舎改築事業� 1,140,0５1
　吹上複合施設建設事業（コスモスふきあげ館）� 1,346,49５

⑦スリムで効率的な行政経営によるまちづくり
　基幹系システム再構築事業� 3８0,634
　本庁舎改修事業� 1,５41,８9８

▪インターネット中継　平成27年₉月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・１,２55件　　◆録画中継・・２８２件

金額（千円）

（単位：％）

政 策 と 主 な 事 業
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利
用
に
関
す
る
こ
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

な
ど
の
公
害
防
止
に
関
す
る
こ
と
の
３
点

が
意
見
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に

と
も
な
う
条
例
の
改
正

問
個
人
情
報
の
漏
洩
の
心
配
は
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
基
幹
系
を
使
用
し
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
分
離
さ
れ
、
外
部
か
ら
侵

入
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
外
へ
出
て
い
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職
員
が
勝
手

に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
で
制
御
し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得

ず
デ
ー
タ
を
出
す
場
合
に
は
、
申
請
に
基

づ
き
決
裁
を
行
っ
た
上
で
、
持
ち
出
す
と

い
う
厳
格
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
対
象
事
務
は
。

答
40
の
事
務
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一

例
で
す
が
、
市
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

の
際
に
個
人
番
号
を
記
載
す
れ
ば
所
得
証

明
書
等
が
省
略
で
き
る
予
定
で
す
。

問
関
係
す
る
部
署
は
。

答
企
画
部
危
機
管
理
課
、
市
民
部
税
の

３
課
と
市
民
課
、
福
祉
部
と
健
康
づ
く
り

部
の
一
部
、
教
育
委
員
会
部
局
は
学
務
課

な
ど
が
該
当
し
て
い
ま
す
。

問
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
、
仮
に
情
報
が
流

出
し
た
場
合
、
市
の
対
応
は
。

答
取
り
組
み
と
し
て
は
、
受
動
喫
煙
の

防
止
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
教
育
機
関
等
の

公
共
施
設
で
は
禁
煙
を
基
本
と
し
ま
す
。

ま
た
、
宣
言
文
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
た
も
の
を
作
成
し
周
知
を
図
り
ま
す
。

鴻
巣
市
ご
み
処
理
施
設
等

整
備
基
金
条
例

問
土
地
の
購
入
や
施
設
の
建
設
等
に
お

い
て
、こ
の
基
金
を
い
つ
頃
処
分
す
る
か
。

答
平
成
3５
年
度
の
施
設
の
稼
働
開
始
に

向
け
、
32
年
度
頃
か
ら
施
設
建
設
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
基
金
の
処
分
も
、
こ
の
年

度
あ
た
り
が
目
安
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
今
年
度
５
億
円
の
基
金
を
積
み
立
て

す
る
予
定
だ
が
、
負
担
の
割
合
は
。

答
構
成
３
市
の
人
口
比
率
に
よ
り
、
鴻

巣
市
と
し
て
の
負
担
割
合
と
し
て
44
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
事
業
費
の
見
込
み
は
。

答
現
在
、
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源
組

合
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策

定
中
の
た
め
、
ま
だ
組
合
か
ら
整
備
す
る

施
設
や
財
政
計
画
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

問
新
施
設
候
補
予
定
地
で
何
度
か
説
明

会
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
説
明
会
の

中
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
る
か
。

答
説
明
会
の
中
で
は
、
道
路
や
水
路
な

ど
周
辺
環
境
整
備
に
関
す
る
こ
と
、
余
熱

問
健
康
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
る
市
民

へ
の
応
援
宣
言
が
あ
る
と
、
ま
ち
も
人
も

一
体
と
な
る
の
で
は
。

答
宣
言
文
の
内
容
は
、
地
域
保
健
推
進

協
議
会
で
も
そ
の
よ
う
な
議
論
は
あ
り
ま

し
た
が
、
市
の
支
援
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
市
民
自
ら
を
主
体
と
し
た
宣
言
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
食
材
の
安

全
性
の
確
認
は
。

答
給
食
で
使
用
す
る
食
材
は
、
放
射
性

物
質
の
検
査
を
毎
月
、
残
留
農
薬
等
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
に
検
査
を
行
い
、
安
全

の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
働
き
盛
り
世
代
の
口
腔
保
健
の
取
り

組
み
は
。

答
歯
の
健
康
に
つ
い
て
成
人
歯
科
検
診

を
強
く
勧
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

検
診
期
間
を
通
年
と
し
、
年
間
を
と
お
し

て
歯
や
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ

う
に
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、
土
日
開
業
の

歯
科
医
院
も
あ
り
、
継
続
し
て
周
知
を
し

て
い
き
ま
す
。

問
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
朝
食
を
食
べ
る

た
め
の
啓
発
活
動
は
。

答
学
校
で
は
、
朝
食
を
食
べ
な
い
児
童

生
徒
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
食
を

食
べ
な
い
こ
と
に
よ
る
学
習
や
運
動
へ
の

影
響
な
ど
、
保
護
者
へ
「
保
健
だ
よ
り
」

や
「
給
食
だ
よ
り
」
な
ど
を
と
お
し
て
朝

食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続

き
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

問
宣
言
６
の
「
快
適
な
生
活
環
境
」
の

具
体
的
な
内
容
と
今
後
の
周
知
方
法
は
。

　健康づくり都市宣言
　健康で活力に満ちた生活を営むことは、私たち市民の願いです。私たちは、
自らの健康は自らつくることを基本とし、市民相互の連携のもと、積極的に健
康づくりに取り組み、健やかで思いやりのあるまちづくりを実現するため、「健
康づくり都市」を宣言します。
１　�バランスのとれた食生活を送り、毎日をいきいきと過ごします。
２　�気軽に楽しく運動に親しみ、健康な体と心をつくります。
３　�十分な休養をとり、心にゆとりをつくります。
４　生涯にわたり、歯と口の健康を守ります。
５　�定期的に健康診査を受け、自らの健康管理に努めます。
６　�健康づくりを通じ、地域のきずなを深め、快適な生活環境を築きます。

条例の制定

条例の改正

健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
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各
サ
ロ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
推
進
事
業
補
助
金

問
検
診
者
の
内
訳
及
び
男
女
別
人
数
は
。

答
こ
の
補
助
金
は
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
女
性
に
対
し
て
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

発
行
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
の

検
診
、
ま
た
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
男
女

に
対
し
て
の
大
腸
が
ん
検
診
に
か
か
る
国

庫
補
助
金
で
す
。
検
診
の
内
訳
は
、
子
宮

が
ん
検
診
６
３
８
人
、
乳
が
ん
検
診
７
８

３
人
、
大
腸
が
ん
は
、
男
３
２
０
人
、
女

６
７
９
人
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

利
用
差
額
通
知

問
利
用
実
績
は
。

答
利
用
率
は
、
平
成
2５
年
度
は
4８・
８
％
、

26
年
度
は
５7
・
９
％
、
27
年
度
３
月
診
療

分
で
は
60
％
を
超
え
、
国
の
目
標
値
で
あ

る
60
％
は
超
え
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で

一
人
当
た
り
の
調
剤
費
が
高
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
広
報
な
ど

に
よ
り
、自
宅
に
薬
が
余
っ
て
い
な
い
か
、

複
数
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、
重
複
し
て

薬
が
処
方
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
周
知
を

行
い
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

障
が
い
者
等
歯
科
診
療

運
営
業
務
委
託
事
業

問
利
用
状
況
と
そ
の
評
価
は
。

答
延
べ
１
０
７
人
の
方
が
利
用
し
て
お

り
、
現
在
登
録
者
は
23
人
で
す
。
障
が
い

者
の
保
護
者
か
ら
は
、
今
ま
で
治
療
に

通
っ
て
い
た
嵐
山
郷
や
上
尾
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
遠
く
て
通
院
が

大
変
だ
っ
た
が
、
鴻
巣
駅
前
で
治
療
が
受

け
ら
れ
る
の
で
、
非
常
に
通
院
し
や
す
く

な
っ
た
と
好
評
で
す
。

図
書
館
管
理
運
営
事
業

問
図
書
の
充
足
率
及
び
学
校
司
書
の
配

置
は
。

答
指
定
管
理
の
図
書
館
支
援
事
業
に
お

い
て
、
学
校
図
書
館
支
援
員
を
順
次
増
員

し
、
古
い
本
を
廃
棄
し
新
し
い
本
に
入
れ

か
え
、
充
足
率
を
満
た
し
て
い
き
ま
す
。

労
働
支
援
事
業

問
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は
。

答
新
規
求
職
者
の
合
計
は
１
１
３
８
件

で
、
相
談
件
数
が
５
５
９
８
件
、
紹
介
件

数
が
３
１
１
８
件
、
就
職
者
数
が
３
９
１

人
と
な
り
、
ほ
か
に
端
末
機
を
利
用
し
就

労
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
方
が
８
６
１

６
人
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
国
か
ら
の
指
導
が
あ
り
、
情
報
の
漏

洩
の
重
要
な
事
件
が
発
生
す
る
場
合
は
、

速
や
か
に
県
と
総
務
省
に
届
け
出
を
し
ま

す
。
本
市
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
と

も
な
う
手
数
料
条
例
改
正

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
。

答
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
10

年
。
20
歳
未
満
の
人
は
容
姿
の
変
化
を
考

慮
し
、
５
年
が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、

他
人
に
悪
用
さ
れ
な
い
対
応
は
。

答
紛
失
し
た
場
合
の
対
応
は
、
24
時
間

３
６
５
日
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
、

す
ぐ
に
利
用
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。ま
た
、

紛
失
後
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
等

は
、
そ
の
番
号
を
削
除
し
て
廃
止
し
、
新

た
な
番
号
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
暗
証
番

号
で
の
照
合
や
顔
の
認
証
に
よ
り
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
が
成
り
済
ま
し
で
悪
用
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
条
例
の
改
正

（
た
ば
こ
税
増
税
含
む
）

問
３
級
品
の
た
ば
こ
税
増
税
に
よ
り
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
増
収
に
な
る
の
か
。

答
平
成
2８
年
度
は
、
概
ね
２
５
０
万
円

程
度
の
増
収
に
な
り
ま
す
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
連
し

て
、
確
定
申
告
を
は
じ
め
市
役
所
に
お
け

る
各
種
申
請
書
に
個
人
番
号
を
記
載
す
る

も
の
が
出
て
く
る
が
、
個
人
番
号
を
記
載

し
な
い
と
申
請
が
で
き
な
い
の
か
。

答
個
人
番
号
を
ど
う
し
て
も
記
載
し
た

く
な
い
と
い
う
場
合
の
対
応
と
し
て
、
空

欄
で
も
無
効
書
類
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
皆
様
に
は
記
載
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
整
備
事
業

問
道
の
駅
基
本
構
想
策
定
業
務
の
委
託

と
い
う
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
道
の
駅
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
サ
ル
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
駐
車
場

や
ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
機
能
、
道
路
情
報

や
地
域
情
報
を
発
信
す
る
情
報
発
信
機

能
、
交
流
促
進
す
る
地
域
交
流
機
能
を
持

つ
拠
点
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。

青
少
年
子
育
て

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

問
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
か
。

答
平
成
26
年
度
は
、
赤
見
台
中
学
校
を

訪
問
し
、
市
内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
活
動

し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
を
と
お
し
て
、

決 算
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文
化
セ
ン
タ
ー
使
用
料

問
馬
車
道
撤
退
後
の
見
通
し
は
。

答
今
年
度
３
月
ま
で
の
使
用
許
可
を
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
者
に
つ
い
て
は
、
９
月
号
の
広
報
か
が

や
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し
、
業

者
を
選
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

市
営
住
宅
施
設
維
持
管
理
事
業

問
鴻
巣
市
内
に
市
営
住
宅
は
８
ケ
所
、

計
３
５
２
戸
あ
る
が
、
老
朽
化
し
た
市
営

住
宅
と
、
そ
の
設
備
の
改
修
は
。

答
市
営
住
宅
は
、
既
に
30
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
が
著
し
い
建
物
も
あ
り
、
新

規
入
居
を
停
止
し
て
い
る
物
件
も
２
ケ
所

あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
建
物
に
関
し
て

は
、
平
成
24
年
度
に
作
成
し
た
、
市
営
住

宅
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
鴻
巣
市
の

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
充
足

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
入

居
停
止
住
宅
を
撤
去
で
き
る
状
況
に
な
っ

た
段
階
で
、
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
検
討

し
ま
す
。

問
使
用
料
の
未
納
額
は
。

答
未
納
額
は
約
８
２
８
万
円
で
す
。
徴
収

の
対
応
と
し
て
は
、
平
成
2５
年
度
に
「
鴻

巣
市
市
営
住
宅
家
賃
等
滞
納
整
理
事
務
処

理
要
綱
」
を
制
定
し
、
ま
た
、
新
た
に
再

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
等
導
入
補
助
金

問
駅
東
口
の
４
階
に
あ
る
Ｅ
Ｖ
の
充
電

器
の
稼
働
状
況
な
ど
は
。

答
平
成
26
年
度
の
利
用
状
況
は
利
用
件
数

１
４
８
８
件
、
利
用
者
数
６
７
０
人
で
す
。

県
事
務
交
付
金
の
旅
券

事
務
交
付
金

問
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
駅
前
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
年
間
１
万
８
５
０
０
人
ほ
ど
が
利
用

し
て
お
り
、
場
所
的
に
利
便
性
が
高
い
こ

と
か
ら
利
用
者
数
が
多
か
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
駅
前
の
位
置
は
妥
当
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
営
事
業（
フ
ラ
ワ
ー
号
）

問
利
用
収
入
及
び
運
営
経
費
は
。

答
利
用
収
入
は
約
５
０
１
５
万
円
、
経

費
は
約
１
億
５
７
７
９
万
円
で
す
。
そ
の

差
額
約
１
億
７
６
３
万
円
が
運
営
経
費
と

な
り
ま
す
。

問
経
費
の
半
分
程
度
は
、
利
用
収
入
で

ま
か
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
利
用
率
を

上
げ
る
取
り
組
み
は
。

答
毎
年
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

車
内
で
の
聞
き
取
り
調
査
等
に
よ
り
意
見

を
聞
い
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
に
も
、
意
見
等
を
聞
い
た
上
で
、
運
行

等
の
見
直
し
の
際
に
、
意
見
や
要
望
を
、

地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
議
題
と
し
、

議
論
を
い
た
だ
き
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

自
治
会
活
動
支
援
事
業

問
報
償
金
と
運
営
交
付
金
の
費
目
の
違

い
は
。

答
報
償
金
は
均
等
割
と
し
て
、
１
自
治

会
当
た
り
１
万
円
を
２
４
０
自
治
会
分
交

付
し
、
世
帯
割
と
し
て
、
1
世
帯
当
た
り

３
１
５
円
を
３
万
７
０
９
２
世
帯
分
交
付

し
て
い
ま
す
。
そ
の
合
計
が
１
４
０
８
万

３
９
８
０
円
で
す
。
こ
れ
は
、
自
治
会
に

「
広
報
か
が
や
き
」
の
配
布
等
、
行
政
へ

の
協
力
に
対
し
て
の
報
償
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
運
営
交
付
金
は
、

均
等
割
と
し
て
１
自
治
会
当
た
り
２
万
円

を
、
世
帯
割
と
し
て
１
世
帯
当
た
り
５
０

０
円
を
交
付
し
て
お
り
、
合
計
で
２
３
３

４
万
６
０
０
０
円
で
、
自
治
会
の
自
主
的

運
営
に
対
す
る
経
費
の
助
成
と
し
て
交
付

し
た
も
の
で
す
。

市
庁
舎
総
合
案
内
事
業

問
実
績
は
。

答
年
間
５
万
７
８
９
４
件
、
１
日
平
均

２
５
０
件
程
度
、
市
役
所
の
顔
と
し
て
快

い
お
声
が
け
を
し
て
接
客
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

任
用
職
員
を
１
名
配
置
し
要
綱
に
基
づ
き
、

督
促
状
、
催
告
書
の
送
付
、
臨
宅
徴
収
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
26
年
度
は
、
約
9５
万

円
を
減
額
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
圧

縮
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
水
道
事
業

問
水
道
料
金
の
未
徴
収
の
場
合
の
対
応
は
。

答
料
金
徴
収
停
止
は
、
約
１
３
４
万
円

で
す
。
未
納
者
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
最

初
に
督
促
状
を
送
付
し
、
そ
の
後
、
催
告

状
、
給
水
停
止
予
告
書
を
送
付
し
、
そ
れ

で
も
納
付
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
給
水

停
止
を
執
行
し
ま
す
。

北
新
宿
・
広
田
土
地
区
画

整
理
事
業

問
北
新
宿
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の

総
額
と
進
捗
率
は
。

答
事
業
費
の
総
額
は
、
１
０
５
億
４
０

０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
進

捗
率
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
44
・
６
％
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
末
の
予
定
で
は
、
4８
％
程
度

ま
で
進
め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

問
広
田
中
央
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

の
総
額
と
進
捗
率
は
。

答
事
業
費
の
総
額
は
、
31
億
３
９
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
進
捗
率
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
、事
業
費
ベ
ー
ス

決 算決 算
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で
76
・
７
％
と
な
り
ま
す
。
あ
と
数
件
の

移
転
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
が
い
ま

す
が
、
そ
の
協
議
が
終
わ
り
次
第
、
32
年

度
末
に
は
、
事
業
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

問
保
留
地
に
つ
い
て
昨
年
度
は
、
北
新

宿
７
画
地
、広
田
５
画
地
を
販
売
し
た
が
、

今
後
の
販
売
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
平
成
26
年
度
は
、
公
売
方
式
と
い
う
こ

と
で
、
一
般
の
方
か
ら
の
応
募
に
よ
り
販

売
し
ま
し
た
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
開

発
業
者
、
不
動
産
業
者
な
ど
へ
の
販
売
等
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
区
画
を
販
売
で
き
る

方
法
も
検
討
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

維
持
管
理
事
業

○
農
業
集
落
排
水

　
農
業
集
落
排
水
は
、
農
村
世
帯
の
生
活
環
境

の
向
上
・
農
業
用
水
の
水
質
保
全
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂

な
ど
か
ら
出
た
汚
水
を
処
理
場
に
集
め
、
き
れ

い
に
し
て
川
に
戻
す
施
設
で
す
。

問
設
備
改
修
の
状
況
は
。

答
供
用
開
始
は
、
笠
原
第
１
地
区
が
平

成
２
年
、
笠
原
第
２
地
区
が
７
年
、
郷
地

安
養
寺
地
区
及
び
上
会
下
地
区
が
1５
年
と

な
り
ま
す
。笠
原
第
２
地
区
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
に
簡
易
診
断
調
査
を
行
い
、
27
年

度
は
機
能
診
断
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

調
査
結
果
に
も
よ
り
ま
す
が
、
改
修
が
必

要
と
な
れ
ば
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
と
も
な

う
個
人
番
号
カ
ー
ド
事
業

問
委
託
先
と
事
務
対
応
は
。

答
10
月
か
ら
事
業
が
開
始
と
な
り
ま
す

の
で
、準
備
で
き
次
第
、委
託
契
約
を
し
、

来
年
３
月
末
ま
で
人
材
派
遣
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人
番
号

カ
ー
ド
事
業
に
関
す
る
事
務
の
Ｑ
＆
Ａ
を

委
託
会
社
に
も
提
供
し
、
事
前
勉
強
を
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
支
給
事
業

問
申
請
率
及
び
周
知
方
法
は
。

答
受
給
者
８4・７
％
、
対
象
児
童
８５・9８
％

の
申
請
率
で
す
。
今
年
度
は
、
児
童
手
当

の
現
況
届
の
提
出
と
セ
ッ
ト
に
し
た
た

め
、概
算
で
９
割
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

問
こ
の
交
付
金
の
内
容
は
。

答
こ
の
国
庫
補
助
金
は
、
平
成
27
年
３

月
定
例
会
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

関
係
の
先
行
型
の
事
業
と
し
て
補
助
金
７

千
万
円
を
補
正
し
ま
し
た
が
、
多
子
世
帯

で
、
第
３
子
以
降
の
ゼ
ロ
歳
、
１
歳
、
２

歳
の
保
育
料
を
減
免
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
入
所
し
た
子
ど
も
た

ち
が
対
象
で
す
の
で
、
平
成
26
年
度
補
正

に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年

度
に
改
め
て
計
上
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
理
科
支
援
員

等
配
置
事
業

問
事
業
の
内
容
は
。

答
理
科
授
業
に
お
け
る
学
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総合病院誘致の実現を求める意見書
　総合病院の誘致は、多くの市民の長年にわたる願いであり、第₂次救急
や、小児医療、分娩が可能な産婦人科の設置などの医療の充実を図ること
は、市民の医療に対する安心、信頼の確保に大きく寄与するものである。
　これら医療機能の充実や急性期医療への対応は、急速な高齢化の進展に
向けた県央保健医療圏における喫緊の課題であり、早急な対策を講じる必
要がある。
　このような中、今般、埼玉県では病院整備計画の見直しをすることとな
り、埼玉県に与えられた特別枠1５02床の内残り702床の配分について、₇
月17日に行われた県医療審議会の中で再募集を実施することとなった。
　こうした状況を踏まえ、大部分の市議会議員が各地域で総合病院誘致を
求める署名活動を展開し、多くの署名が集まり、誘致への期待が高まって
いる。
　新たな総合病院の誘致は、本市の医療環境の充実だけではなく、県央保
健医療圏を始め、周辺医療圏を含む地域医療の充実に資するものであり、
その実現が強く望まれるものである。
　市民の皆様に、より安心して暮らしていただくため、鴻巣市議会では、
平成26年₃月20日に「総合病院誘致の実現を求める決議」をしたところであ
るが、本年度が当該誘致において正念場の年であることを踏まえ、本市議
会は改めて、埼玉県に対し、総合病院の誘致の取り組みに必要な支援を要
請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成27年₉月1８日� 鴻 巣 市 議 会　
　　　埼玉県知事　殿

（議員提出議案第３号）
総合病院誘致の実現を求める意見書
� （原案可決）

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
事
業

問
賄
材
料
費
32
万
円
の
補
正
に
つ
い
て
、

こ
う
の
と
り
伝
説
米
を
学
校
給
食
に
提
供

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。

答
こ
う
の
と
り
伝
説
米
を
学
校
給
食
に

活
用
し
て
、
減
農
薬
の
環
境
に
優
し
い
お

米
の
こ
と
や
鴻
巣
市
に
ブ
ラ
ン
ド
米
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
里
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
い
う
Ｐ
Ｒ

な
ど
も
し
な
が
ら
、
環
境
教
育
を
進
め
る

も
の
で
す
。

意見書

決 算

補正予算補正予算補正予算

補正予算

補正予算


